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１．はじめに 

 平成29年度告示の中学校学習指導要領では，技術・家庭

科技術分野（以下，技術科と略記）の学習目標に「生活や社

会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，

解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通じて具体化

し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う」

ことが示された 1)。また，中学校学習指導要領（平成29年

度告示）解説技術・家庭編技術分野では，技術科の学習過程

を①既存の技術の理解，②課題の設定，③技術に関する科学

的な理解に基づいた設計・計画，④課題解決に向けた製作・

制作・育成，⑤成果の評価，⑥次の問題の解決の視点の6段

階に整理している 2)。課題の解決策を，条件を踏まえて構想

（設計・計画）し，試行・試作等を通じて解決策を具体化す

る学習活動を通じて，課題を解決する力や自分なりの新し

い考え方や捉え方によって解決策を構想しようとする態度

などを育成することが求められている 2)。 

 設計・計画に関する授業実践例としては，「A 材料と加

工の技術」において，3次元CADを教具として用いた設計・

再設計過程を含む設計・製作学習が提案され，再設計過程を

設けることで，より学習意欲が向上することが明らかにさ

れている 3)。世良ら 4)は，材料加工における自由設計題材を

中心とした授業実践の実施によって，現実的な制約条件を

踏まえた設計へと収束していく様子を確認し，生徒の工夫・

創造する力や態度が高まることを明らかにしている。「C エ

ネルギー変換の技術」に関する授業実践例では，「電源」「ス

イッチ」「負荷」の 3 種類をそれぞれ選択し組み合わせる

ことで電気回路の設計を容易にさせ，使用目的に応じた電

気回路を製作させる授業の実践が報告されている 5)。「B 生

物育成の技術」（以下，生物育成と略記）では，育成計画を

立てる学習がこれに該当する。授業実践例としては，スマー

ト農業を活用したトウモロコシの栽培計画 6)や，LEDの照

射時間の設定，照射距離，LEDの色の組み合わせ等の構想

設計を重視した植物工場を用いた教材 7)などがある。しか

し，生物育成の栽培計画に関する教科内容論を踏まえた育

成計画を中心とする授業実践例はほとんどない。 

 生物育成の教科内容に関して，教科内容学的アプローチか

ら生物生産に関する基礎概念の枠組みが構築されている 8)。

この基礎概念を用い，技術科の学習過程で指導すべき教育内

容の枠組みを検討し，「作物の栽培」をはじめとした「動物

の飼育」，「水産生物の栽培」，「材木の育成」の各育成対

象において，共通の概念から構成される生物育成の教育内容 

概念群 作物の栽培 

Ⅰ . 生物の 
特性と技術
に関係する
概念群 

①作物の分類と育種 

・作物の種類と役割（果菜類，葉菜類，根菜類，品種，食用，観賞用など） 

・生育条件による作物の分類（短日植物，中生植物，長日植物など） 

②作物の形態と成長のしくみ 

・作物の構造と機能（根，茎，葉，本葉，わき芽，両性花など） 

・作物が成長する仕組み（光合成，休眠，栄養成長，繁殖成長など） 

③作物の基本的な栽培方法 

・作物栽培の方法（露地栽培，容器栽培，養液栽培など） 

・繁殖の方法（種子繁殖，栄養繁殖など） 

Ⅱ . 社会や 
環境と技術
に関係する
概念群 

④作物の栽培環境 

・気象要素（日長，温度，光質，降水量など） 

・土壌・水要素（土，水，物理性，化学性，生物性，肥料など） 

・外的生物要素（病害虫，微生物など） 

⑤環境の影響・調整に配慮した栽培システム 

・環境を調整する栽培システム（施設栽培，植物工場，電照栽培など） 

⑥作物の栽培と社会の関係性 

・社会とのかかわり（食料自給率，産業・職業など） 

Ⅲ.育成計画
に関係する
概念群 

⑦目的と栽培環境の選択・構想 

・目的に応じた作物・品種の選択技能（トマト，コマツナ，ジャガイモ，エ
ダマメなど） 

・作物・品種の構造・機能と生理・生態に応じた栽培環境の構想技能（温
度，土壌，水，光，肥料，農薬など） 

⑧目的に応じた栽培方法・システムと育成計画の表示 

・目的に応じた栽培方法・システムの選択技能（露地栽培，容器栽培，電照
栽培など） 

・育成計画の表示技能（栽培ごよみ，成長予測，収量予測，効率など） 

Ⅳ.生物育成
の第一段階
に関係する
概念群 

⑨第一段階に関わる生物管理 

・種まき・増殖の技能（点まき，すじまき，ばらまき，挿し木，株分け，分
球など） 

・苗の育成の技能（移植，育苗箱，消毒，催芽など） 

⑩第一段階に関わる生育診断と環境調節 

・作物の成長と環境の関係（発芽率，環境ストレス，蒸散，光受容体など） 

・環境調整の技能（かん水，土づくり，除草，病害虫の防除など） 

Ⅴ.生物育成
の第二段階
に関係する
概念群 

⑪第二段階に関わる生物管理 

・作物の特性に配慮した生物管理の技能（摘芽，摘心，間引き，支柱立て，
誘引，整枝など） 

⑫第二段階に関わる生育診断と環境調節 

・作物の成長と環境の関係（開花率，環境ストレス，蒸散，光受容体など） 

・環境調整の技能（かん水，追肥，中耕，除草，病害虫の防除など） 

Ⅵ.生物育成
の収穫段階
に関係する
概念群 

⑬収穫段階に関わる生物管理 

・収穫の技能（生育・環境の状態に基づく適期の判断，収穫の方法，脱穀，
刈り取りなど） 

⑭品質・収量の検査 

・品質・収量の検査技能（農作物の規格・選別，機器の使用法，糖度検査，
等級検査など） 

Ⅶ.生物育成
の評価・活用
に関係する
概念群 

⑮育成計画と品質・収量の評価と栽培方法の改善 

・目的に照らした育成計画の評価・改善の技能（栽培方法の効率・コストの
評価など） 

・目的に照らした品質・収量の評価・改善の技能（栽培方法に基づく品質・
収量の評価など） 

⑯加工と消費・利用の方法 

・加工の方法（食品製造・加工，ポストハーベストなど） 

・消費・利用の方法（食用，燃料用，緑化・園芸，植物バイオマスなど） 

Ⅰ . 生物の 
特性と技術
に関係する
概念群 

⑰これからの育種と増殖の技術 

・作物の創出に関わる技術（育種，遺伝子組み換え技術，バイオテクノロジ
ーなど） 

・改良が望まれる品種（耐病性品種，高発芽性品種など） 

Ⅱ . 社会や 
環境と技術
に関係する
概念群 

⑱これからの社会と栽培方法 

・作物の栽培と社会・自然（安全認証，トレーサビリティ，地域固有の生態
系など） 

・作物栽培技術の開発（環境制御施設，環境保全型農業など） 

表1 生物育成の教育内容例 (一部抜粋) (出典：荒木ら 9)) 



 

例（表1）が提示されている 9)。教科内容学とは，人間と学

問のかかわりを最先端の個別学問成果から捉え，学問の内容

が子どもの成長・発達にどのように寄与するかを明らかにす

る学問である 10)。 

 現在は，この提示された教育内容を配時した全12時間分

の生物育成の授業計画（表2）が立案され，授業実践モデル

の提示と検討が進められている 11)。既に 1～5 時間目の授

業に関しては，授業実践モデルの検討と授業実践が進めら

れている 12) 13) 14)ものの，生物育成における栽培計画の取り

扱いについては，いまだ手探りの段階にあり，理論に基づく

実践の充実が求められている。 

 そこで本研究では，教科内容論に基づく教育内容例 9)を

組み込んだ生物育成の栽培計画に関する指導案とワークシ

ートを作成し，中学校での授業実践を通じて，実用性・汎用

性の高い授業実践モデルを提案することを目的とする。 

 

２．方法 

2.1 指導案とワークシートの草案の作成 

 先行研究で提示された生物育成の教育内容例（表1） 9)と

12時間の授業計画（表2） 11)を基に，6時間目「栽培計画」

の授業の指導案とワークシートの草案を作成した。具体的

には，教育内容例 9)にて提示された，指導項目「⑧目的に応

じた栽培方法・システムと育成計画の表示」の教育内容（表

1）を取り入れ，「技術による問題解決」の学習を軸に据え

た授業を構想した。また，授業の検討にあたり，3社の教科

書会社（T社 15)，K社 16)，KT社 17)）が出版する技術科の

教科書を参考にした。 

 

2.2 中学校での授業実践 

 2023年 5月に埼玉県内O中学校で，第 2学年の 4クラ

ス 121人を対象に授業実践を行った（図 1）。O 中学校の

授業計画に応じた授業実践を行うため，実践先の中学校の

技術科教員とともに指導案とワークシートの内容について

調整を行い，授業内容を精査した。ワークシートでは，自由

記述式での回答を求める設問を設け，生徒の記述内容を確

認するとともに，指導案とワークシートの構成について検

討した。授業中の生徒の活動の様子や，ワークシートの記述

内容から指導案とワークシートをさらに改善し，生物育成

の栽培計画に関する実用性の高い授業実践モデルを提案し

た。 

 

３．結果と考察 

3.1 指導案とワークシートの草案 

 既に提案・実践されている1～5時間目の授業実践モデル

や次時の栽培実習とのつながりを意識したうえで，教育内

容論に基づく生物育成の教育内容例 9)を基に授業を構成し

た。栽培実習で扱う作物はミニトマトを想定し，栽培計画の

指導案とワークシートの草案を作成した。 

 指導案の草案は，導入，展開Ⅰ，展開Ⅱ，まとめで構成し

た。導入から展開Ⅰでは，施設栽培の特徴と学校という制約

条件を比較し，予想される問題点について考えさせる。導入

で浮かび上がった問題点を基に，学校内での栽培において

適切な栽培方法を選ぶ活動を行う。その後，ミニトマトの生

育経過と管理作業の画像を提示し，それぞれの管理作業が

適切な時期に行われていることに気づかせる。ミニトマト

の栽培に必要な各管理作業の内容と目的については，動画

教材を活用して説明することとした。 

 展開Ⅱでは，ワークシートに掲載した栽培計画表の記入

例を基に，設定した栽培目標に必要なミニトマトの管理作

業と作業を行う適切な時期を考えさせ，栽培計画を立てさ

せる。栽培計画表の立案においては，生産者が栽培目標の達

成に向けてどのように栽培しているかを参考にするため，

教科書やインターネットを活用して調べ学習を行わせる。

ここでは，荒木らが示した教育内容例 9)の指導項目「⑧目的

に応じた栽培方法・システムと育成計画の表示」の「育成計

画の表示技能」の教育内容に該当する。 

 最後にまとめとして，作成した栽培計画表を基に，各グル

ープが設定した栽培目標とその目標の実現に向けてどのよ

うな工夫をしたかについて発表をさせる。 

 ワークシートには，ミニトマトの各管理作業の説明文を

表2 生物育成の技術の12時間の授業計画 (出典：荒木ら 11)) 

○＝主として扱う，△＝低い関連性 

時
数 

学習過程 教育内容例 
作
物 

動
物 

水
産 

指導 

要領 

1 
生活の中の 

生物育成の技術 

生物の特性と技術，社会や 

自然とのかかわり（①③⑥） 
○ ○ ○ (1)ア 

2 
作物の栽培の 

原理・法則 

原理・法則の理解，育成環境

の調節（①②③④⑤⑥） 
○ △ △ (1)ア 

3 
動物の飼育の 

原理・法則 

原理・法則の理解，育成環境

の調節（①②③④⑤⑥） 
△ ○ △ (1)ア 

4 
水産生物の 

栽培の原理・法則 

原理・法則の理解，育成環境

の調節（①②③④⑤⑥） 
△ △ ○ (1)ア 

5 
生物育成の技術の 

概念の理解 

技術の見方・考え方，問題 

解決の工夫（⑦） 
○ ○ ○ (1)イ 

6 栽培計画 技術による問題解決（⑧） ○ △ △ (2)イ 

7 
実習 

（生育の第一段階） 

第一段階における生物管理，

生育診断，環境調節（⑨⑩） 
○ △ △ (2)ア 

8 
実習 

（生育の第二段階） 

第二段階における生物管理，
生育診断，環境調節（⑪⑫） 

○ △ △ (2)ア 

9 
実習 

（収穫段階） 

収穫段階における生物管理，
生育診断，環境調節（⑬⑭） 

○ △ △ (2)ア 

10 評価・振り返り 作物の栽培：評価（⑮⑯） ○ △ △ (3)ア 

11 
生物育成の技術の 

概念化 

作物の栽培・動物の飼育・水
産生物の栽培：評価（⑮⑯） 

○ ○ ○ (3)ア 

12 
社会の発展と生物 

育成の技術の在り方 

選択と管理・運用（技術ガバ
ナンス力），改良と応用（技術

イノベーション力）（⑰⑱） 

○ ○ ○ (3)イ 

 

図1 O中学校での授業実践の様子 



 

記載し，生徒が考えた栽培計画表の工夫点やその目的につ

いて記述する欄を設けた。 

 

3.2 中学校技術科教員との協議で得られた知見 

 中学校技術科教員との協議の結果，作成した指導案とワ

ークシートの草案では学習内容が多く，50分の授業時間内

にすべての内容を実施するのが難しいという意見が挙げら

れた。そこで，技術科教員の助言を受けて学習内容を精査

し，1時間目は導入から展開Ⅰ，2時間目は展開Ⅱからまと

めまでの 2 時間に授業を分け，指導案とワークシートの草

案の改訂を行った。なお，O 中学校の授業計画では栽培実

習でコマツナを扱うことから，栽培計画の授業で扱う作物

もコマツナとした。 

 

3.3 指導案とワークシートの草案の改訂 

 O 中学校の技術科教員と授業内容を調整し，教科内容論

に基づく教育内容 9)を組み入れたワークシートを新たに作

成した（図2，図3）。 

 導入では，プランターで栽培されている健康的なコマツ

ナと，徒長や害虫被害がみられるコマツナの 2 種類の写真

を生徒に提示した。それぞれのコマツナの状態を比較させ

ることで，あらかじめ栽培計画を立案することの重要性に

気づかせるよう設計した。 

 展開Ⅰでは，栽培実習で育成するコマツナについて，イン

ターネットや教科書で調べ学習を行わせた。その後，グルー 

 

図3 O中学校の授業実践で使用したワークシート (2/2時間目) 

図2 O中学校の授業実践で使用したワークシート (1/2時間目) 



 

プごとに話し合ってコマツナの品種と栽培目標を設定させ

ることとした。 

 展開Ⅱからまとめにかけては，インターネットの情報を

基に，コマツナの栽培に必要な管理作業の種類や具体的な

作業方法，作業を行う時期や回数等について考え，栽培計画

表を作成させる。発表の際には，栽培計画表の立案において

工夫した点や，他グループの栽培計画表から得た新たな知

見を共有する活動を設けた。 

 

3.4 O中学校での授業実践 

 前述の指導案とワークシートを基にO中学校で授業実践

を行った。 

 展開Ⅰでは，「科名」，「発芽・生育適温」，「生育特性・

栽培のポイント」などのコマツナの栽培に関する基礎的な

情報について調べ学習を行わせた（図2）。これには，調べ

学習を通じて生徒がコマツナの生態や栽培に関する知識を

深め，実践的な栽培計画の立案に結びつけられるよう促す

ねらいがある。しかし，ワークシートに記載された「生育特

性・栽培のポイント」という項目が具体性に乏しく，多くの

生徒からどの情報を調べるべきか分からないという意見が

挙げられ，結果として効果的な調べ学習を実施することが

できなかった。 

 この課題を改善するにあたり，より具体的なテーマや課

題を提示することで，生徒が有益な情報を効率的に収集で

きるように改善する必要があると考える。例えば，コマツナ

の栽培において重要な管理作業の一つである間引きには，

各個体が適切なスペースを確保し，それぞれが充分な栄養

を吸収できるようになる効果が期待される。また，個々のコ

マツナの葉や茎が広がり，より多くの日光を受けることで

光合成が効果的に行われるため，コマツナがより大きく発

育する。こういった「間引きによって期待される効果」につ

いての調査項目をワークシートに具体的に記載し，それに

基づいて生徒が何を調べるべきかを明確に指導する。この

ように調べ学習を通して，間引きはコマツナの栽培におい

て，個体同士の健康な成長を促進し，収穫量や品質の向上に

寄与する重要な管理作業となっていることを理解させる。

加えて，グループで調べ学習を行うようにし，生徒たちが協

力して情報をまとめ，意見を交換する機会の必要性も挙げ

られた。各グループが調べた情報やまとめた内容を発表さ

せ，クラス全体で共有し，他のグループの栽培計画表から新

たな学びを得ることで，調べ学習の質の向上をめざすよう

指導案を改善することとした。 

 展開Ⅱでは，まずコマツナ栽培において必要となる管理

作業を「成長を管理する技術」と「育成環境を調節する技術」

の２種類に分類し，それぞれの管理作業について確認させ

た（図3）。この活動を踏まえて，インターネットを活用し

ながら，自身の栽培目標に合わせて栽培計画表を立案する

活動を行わせた。授業実践での生徒の活動の様子を観察す

ると，栽培計画表に記入し始めるまで時間を要しているこ

とが分かった。また，回収したワークシートの内容を確認す

ると，例えば，間引きや追肥といった管理作業を「育成環境

を調節する技術」の欄に誤って記入するなど，成長を管理す

る技術と育成環境を調節する技術の違いを理解できていな

い生徒が多数確認された。これらの点から，生徒たちはコマ

ツナ栽培に関して技術の見方・考え方を充分に働かせるこ

とができておらず，栽培計画の作成を困難に感じているこ

とがうかがえた。 

 この課題の解決に向けて，ワークシートの栽培計画表は

各管理作業をあらかじめ項目立てて記載し，視覚的に分か

りやすく改善することとした。加えて，ほとんどの生徒にと

って栽培計画を立てることは初めての経験となる。そこで，

展開Ⅱでより効率的な栽培計画の立案をめざすために，1時

間目の展開Ⅰにおいて栽培計画を立てる練習を実施してお

く必要があると考える。 

 まとめの「栽培計画表を作るうえで工夫したところ・注意

したこと」の自由記述では，自分たちで設定した栽培目標に

基づいて栽培計画を考える様子が確認された（図4）。例え

ば，「コマツナの葉を均等に成長させるため，すじまきで種

をまき，間引きを 2 回実施する」など，設定した栽培目標

と各管理作業を実施する回数・目的を関連付けながら計画

立てする様子がうかがえた。一方で，「インターネットで間

引きの時期を調べて，工夫することができた」といったよう

な，インターネットでの調べ方の工夫に関する記述もわず

かにみられた。生徒が栽培計画表の工夫点について，設定し

た栽培目標と関連付けて考えられるよう，指導やワークシ

ートを改善する必要性が挙げられた。 

 その他，展開Ⅰのワークシートでは，O 中学校での栽培

実習において考慮すべき制約条件を明示した（図2）。これ

により，生徒は栽培実習を円滑に進めるために必要な条件

や規定を明確にし，その後の展開Ⅱにおいて，確認した制約

条件に基づいて計画を進める様子がうかがえた。しかし，前

述の通り，新たに栽培計画を立てる練習を展開Ⅰに組み込

む必要性が挙げられたため，学校で栽培実習を行ううえで

考慮すべき制約条件については，ワークシートでの記載は

省略することにした。 

図4 まとめでの生徒の自由記述の一例 



 

3.5 栽培計画に関する授業実践モデル 

 中学校技術科教員との意見交換や中学校での授業実践を

経て，生物育成の栽培計画に関する授業実践モデルを以下

のように提案した（表3，図5，図6）。 

 

3.5.1 授業の導入 

 導入では，前時の「生物育成の技術の概念の理解」の授業

で学習した露地栽培と施設栽培の画像を提示し，環境調節

等を含めた生物育成の技術には，様々な問題解決の工夫が

込められており，人々の願いを叶えていることを復習する

（表3）。その後，授業でプランターによるコマツナ栽培を

実施することを伝える。続いて，前年度に栽培されたコマツ

ナの写真を２種類提示する。コマツナを栽培する際の問題

点の例として，徒長や害虫被害がみられるコマツナを提示

し，健康的なコマツナと比較することで読み取れる問題と

その原因について気づかせる（図5）。この学習活動は，荒

木ら 9)が示した指導項目「⑧目的に応じた栽培方法・システ

ムと育成計画の表示」の「目的に応じた栽培方法・システム

の選択技能」の教育内容（表1）に該当する。作物を栽培す

る際には，栽培目標に応じて必要な準備を整え，適切な時期

に管理作業が行えるよう，あらかじめ計画することの重要

性について気づかせ，本時の内容を学習する意義を理解さ

せる。本時の学習目標は，「栽培目標に合わせて栽培計画を

考えよう」と設定し，中学校学習指導要領（平成29年告示）

解説技術・家庭科編技術分野 2)の内容（2）イと関連を持た

せた。 

 

3.5.2 授業の展開Ⅰ 

 展開Ⅰでは，コマツナについて調べ学習を行う（表3）。

教科書やインターネットを活用し，「科名」，「国内の主産

地」，「発芽・生育適温」といったコマツナの栽培に関する

基礎的な情報について調べ，ワークシートに記入させる（図

5）。これには，調べ学習を通じて生徒がコマツナの生態や

栽培に関する知識を深め，実践的な栽培計画の立案に結び

つけられるよう促すねらいがある。続いて，コマツナの栽培

において間引きをしたときと間引きをしないときのメリッ

ト・デメリットについてそれぞれ調べさせる。調べ学習の効

率を上げるために，事前に教員が教科書のページやWebペ

ージのURLを指定しておく。また，グループで調べ学習を

行うようにし，生徒たちが協力して情報をまとめる機会を

設ける。グループ内で意見を交換することで，個々の理解が

深まるよう指導する。また，この学習活動では，間引きを行

う目的や間引きの効果についても説明する。このとき，生徒

の理解の向上や興味・関心を高めることをねらいとし，あら

かじめ作成した間引きに関する動画教材を活用する。 

 次に，間引きの栽培計画を例に挙げ，例示した栽培目標に

合わせて栽培計画を立案する練習を行わせる。この学習活

動は，荒木ら 9)が示した指導項目「⑧目的に応じた栽培方

法・システムと育成計画の表示」の「育成計画の表示技能」

の教育内容（表1）に該当する。ここでは，「葉の大きなコ

マツナを収穫したい」という栽培目標のもと，コマツナ栽培

の際に重要な管理作業である間引きの実施回数や実施時

期，および作業内容に着目し，栽培計画の立て方を確認す

る。なお，ほとんどの生徒が作物の栽培計画を初めて立てる

場合でも理解できるよう，展開Ⅰではまずは間引きに関す

る計画を学ぶことに焦点を当てた。 

 これを踏まえ，どのようなコマツナを育てたいか，どのよ

うに管理していきたいかなどの栽培目標を設定させる。こ

こではグループごとに話し合って考えるよう指導し，展開

Ⅰで設定した栽培目標を基に，展開Ⅱでは栽培計画を立案

することを伝える。また，栽培目標を決めるにあたり，学校

での栽培実習において考慮すべき制約条件を明示する。加

えて，農業協同組合が掲げるコマツナの出荷規格や前年度

の栽培実習の授業で挙げられた栽培目標例を提示すること

で，栽培目標を考える際の参考になるよう配慮した。最後

に，サイズや色，発芽率，価格などの特徴が異なる 3 つの

品種を提示し，設定した栽培目標に合った品種を 1 つ選択

させることとした。 

 

3.5.3 授業の展開Ⅱ 

 展開Ⅱは，荒木ら 9)が示した指導項目「⑧目的に応じた栽

培方法・システムと育成計画の表示」の「育成計画の表示技

能」の学習内容（表1）に該当する。展開Ⅱでは，まず，栽

培場所を構想する（図6）。ワークシートに提示した日照条

件の例を参考にしながら，日当たりが良く，風通しの良い栽

培場所を検討させる。その後，ワークシートに提示した栽培

計画表と記入例を基に，展開Ⅰで設定した栽培目標の達成

に必要なコマツナの管理作業を確認し，グループごとに栽

培計画を立てさせる（表3）。栽培計画表の立案では，生産

者が栽培目標の達成に向けてどのように栽培しているか参

考にするため，教科書やインターネットを利用して調べ学

習を行わせる。ここでは，展開Ⅰと同様に，調べ学習の効率

を上げるため，事前に教員が教科書のページやWebページ

のURLを指定しておく。また，調べ学習を通して集めた情

報をグループ内で共有することで，栽培目標の達成に必要

な管理作業の種類や実施回数，作業を行う適切な時期，どの

ように作業するかなど，より具体的な栽培計画の立案につ

なげさせる。成長を管理する技術や育成環境を調節する技

術の計画に関しては，展開Ⅰで設定した栽培目標と目的・効

果が一致するよう指導する。 

 

3.5.4 授業のまとめ 

 まとめでは，本時の学習目標と照らし合わせ，各グループ

が設定した栽培目標と作成した栽培計画表を確認する（表

3）。そのうえで，生徒に「栽培目標の達成に向けて，栽培

計画表を作るうえで工夫したところ」についてまとめさせ，

ワークシートに記述させる（図6）。このとき，自分たちが

設定した栽培目標に応じて，成長を管理する技術や育成環 
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・前時に学習した，生物育成の技術には，様々な

問題解決の工夫が込められており，人々の願い

を叶えていることを復習する 

 

・徒長や害虫被害がみられるコマツナと健康的

なコマツナの写真を提示し，写真から読み取れ

る問題点について考えさせる 

 

・写真から読み取った問題の原因について考え

させ，あらかじめ栽培計画を立てる重要性につ

いて伝える（⑧目的に応じた栽培方法・システ

ムと育成計画の表示） 

 

・本時の学習目標を提示する 

・環境調節等を含めた生物育成の技術には，様

々な問題解決の工夫が込められており，人々

の願いを叶えていることを確認する 

 

・写真を比較し，それぞれのコマツナの状態か

ら読み取れる問題点ついて考え，ワークシー

トに記入する 

 

・写真から読み取った問題が生じた原因につい

て考え，あらかじめ栽培計画を立てる重要性

に気づく 

 

 

・本時の学習目標を確認する 

※学習内容の復習として，露地栽培と施設栽培

のそれぞれに込められた工夫について触れる

こと 

 

 

 

 

 

※さまざま考えられる解決策の中でも，とくに

栽培計画をあらかじめ立てることに重点を置

いて確認を行う 

 

 

 

 

 

 

展

開

Ⅰ 

・コマツナの栽培に関する基礎的な情報につい

て調べ学習を行わせる 

 

・コマツナの栽培において間引きをしたとき

と，間引きをしないときのそれぞれのメリッ

ト・デメリットについて説明する 

 

・間引きの計画を例に挙げ，提示した栽培目標

の達成に向け，栽培計画を立てる練習を行わせ

る（⑧目的に応じた栽培方法・システムと育成

計画の表示） 

 

・三つのコマツナの品種を提示してそれぞれの

特徴を説明し，グループごとに栽培目標とコマ

ツナの品種を設定させる 

・インターネットや教科書を用いて，コマツナ

の栽培に関する基礎的な情報を調べる 

 

・コマツナ栽培における間引きのメリット・デ

メリットについて知り，管理作業を行う目的に

ついて理解する 

 

・提示された栽培目標例に合わせて，間引きの

回数や実施する時期，作業内容等について考

え，栽培計画の立て方を確認する 

 

 

・グループごとに話し合って栽培目標を設定

し，栽培目標に合ったコマツナの品種を選択す

る 

※インターネットを活用し，実践的な栽培計画

の立案に結びつけられるよう生徒の理解を促

す 

※間引きに関する動画教材を活用しながら，生

徒の理解を促す 

 

 

※ほとんど生徒は栽培計画を立てることが初

めてであることに考慮する 

 

 

 

※各品種の特徴を比較し，そのコマツナの品種

は人々のどのような願いを叶えるために改良

されたのかについても触れる 

展

開

Ⅱ 

・展開Ⅰで設定した栽培目標の達成に向けて，

必要な管理作業の種類，作業を行う適切な時

期や回数等について考えさせる（⑧目的に応

じた栽培方法・システムと育成計画の表示） 

 

・栽培目標の達成に向け，生産者はどのように

作物の成長を管理したり，育成環境を調節し

たりしているか，インターネットで調べさせ，

栽培計画表に記入させる 

・展開Ⅰ設定した栽培目標の達成に向けて，必

要な管理作業の種類，作業を行う適切な時期や

回数等について考える 

 

 

・成長を管理する技術や育成環境を調節する技

術と目的・効果が一致するよう調べ学習を行

い，ワークシートに具体的に記入する 

※次時以降の栽培実習を想定し，グループで栽

培計画を立案させる 

 

 

 

※成長を管理する技術や育成環境を調節する

技術に関して，栽培目標と目的・効果が一致す

るよう指導する 

 

ま

と

め 

・他グループと栽培計画表を共有し，設定した

栽培目標の達成に向けて栽培計画表を作成す

るうえで工夫したことについて発表させる 

 

・他グループの栽培計画表との違いに気づか

せ，新たに学んだことをまとめさせる 

 

・栽培目標に応じた準備や管理作業を適切な時

期に行えるよう，あらかじめ計画することの重

要性について改めて確認させる 

 

・次回の授業を確認する 

・他グループと栽培計画表を共有し，設定した

栽培目標の達成に向けて栽培計画表を作成す

るうえで工夫したことについて発表させる 

 

・他グループの栽培計画表との違いに気づき，新

たに学んだことをまとめる 

 

・栽培目標に応じた準備や管理作業を適切な時

期に行えるよう，あらかじめ計画することの重

要性について改めて確認する 

 

・次回の授業について見通しを持つ 

◆技術の見方・考え方を働かせながら，作物の

成長に適した管理作業などを栽培計画表に表

すことができる 

【ワークシート】(思考力・判断力・表現力等) 

◎技術の見方・考え方を働かせながら，栽培目

標の達成に適した作物の管理作業などを適切

な時期で栽培計画表に表すことができている 

○作物の管理作業などを適切な時期で栽培計

画表に表すことができている 

▲本時のワークシートを振り返らせ，栽培目標

に応じた管理作業の実施回数や適切な時期が

あることを確認させる 

 

栽培目標に合わせて栽培計画を考えよう 

表3 栽培計画に関する授業実践モデルの指導案 (⑧は教育内容例の指導項目 9)) 



 

境を調節する技術をどのように工夫したかまとめるよう促

す。この問いでは，自身の栽培計画の立て方を振り返り，栽

培目標に基づいた栽培計画表の立案となっていたか評価さ

せるねらいがある。その後，各グループがまとめた工夫点に

ついて発表させ，クラス全体で共有する。他グループの発表

を聞いた後，「自分の計画表とは違うところ・新たに学んだ

こと」について，ワークシートに記述するよう問いかける。

この学習活動では，他グループの計画立てにおける工夫点

を知ることで，それぞれの栽培目標に応じて必要となる準

備や管理作業の種類，実施回数，作業を行う適切な時期等が

異なることに気づかせるねらいがある。最後に，次時以降の

栽培実習において適切な時期に適切な管理作業が行えるよ

う，あらかじめ計画することの重要性について改めて確認

させる。 

 

3.5.5 評価基準 

 本授業の評価基準は，中学校学習指導要領（平成29年告

示）解説技術・家庭科編技術分野 2)「B 生物育成の技術」

（2）イを基に，「技術の見方・考え方を働かせながら，作

物の成長に適した管理作業などを栽培計画表に表すことが

できる」（思考力・判断力・表現力等）とした（表3）。評

価では，ワークシートにおける展開Ⅱの「栽培計画表」の記

載内容を対象とする（図6）。“十分満足”の評価は「技術

の見方・考え方を働かせながら，栽培目標の達成に適した作 

 

図6 栽培計画に関する授業実践モデルのワークシート (2/2時間目) (図中の下線太字は生徒の記入例を示す) 

図5 栽培計画に関する授業実践モデルのワークシート 

(1/2時間目) (図中の下線太字は生徒の記入例を示す) 



 

物の管理作業などを適切な時期に栽培計画表に表すことが

できている」，“おおむね満足”の評価は「作物の管理作業

などを適切な時期に栽培計画表に表すことができている」，

“努力を要すると判断される生徒への指導”の評価は「本時

のワークシートを振り返らせ，栽培目標に応じた管理作業

の実施回数や適切な時期があることを確認させる」と定め

た。「栽培計画表」の記載内容が栽培実習に直結するため，

設定した栽培目標を達成するために適切な計画となってい

るかといった観点で評価する。 

 

４．おわりに 

 本研究では，先行研究で示された生物育成の教科内容例 

9)と12時間の授業計画 11)を基に，栽培計画に関する授業の

指導案とワークシートの草案を作成した。O 中学校での授

業実践をとおして指導内容の改善を重ね，栽培計画に関す

る授業実践モデルを提案した。この授業では，生徒自身が設

定した栽培目標の達成に向けて，コマツナの栽培計画を立

案する学習を設定した。 

 まず，プランターを用いたコマツナ栽培で予想される問

題点とその原因についてあらかじめ考え，栽培計画を立て

ることの重要性に気づかせた。続いて，インターネットでの

調べ学習や動画教材から管理作業を行う目的と効果を確認

させ，コマツナの栽培に必要な管理作業の作業内容とその

適期について理解を図った。加えて，例示した栽培目標に基

づいて間引きの具体的な計画を立てる練習を行うことで，

展開Ⅱでのより効率的な栽培計画の立案をめざした。栽培

計画を立てる学習活動では，よりよい栽培計画を構想する

ために，成長を管理する技術や，育成環境を調節する技術を

栽培目標に合わせて自分なりに選択・工夫させることを意

識させた。授業実践のまとめでは，栽培目標の違いにより，

管理作業の実施回数やタイミングが異なることに気づき，

自身の栽培計画表に新たに学んだことを反映できている様

子が確認された。 

 今後は，有識者との意見交換や授業実践を重ね，本授業実

践モデルの研鑽を図りながら，次時以降の「栽培実習」に関

する授業実践モデルの検討が求められる。 
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